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１．概要（Summary） 

光通信波長帯（=1.55m）の光信号の入力により動

作するプラズモニックデバイスの基礎研究のため、同波長

帯の表面プラズモンポラリトン（SPP）の導波路の作製を

行う。 

本研究では、Si 基板上にストライプ型の Au 蒸着膜構

造からなる SPP 導波路を構築する。まずストライプ型 Au

蒸着膜構造をパターン投影リソグラフィ法により作製し、さ

らにストライプ型 Au 構造の端部に集束イオンビームエッ

チングを用いて光-SPP 結合構造を製作する。これらの２

段階の行程により、光-SPPの変換効率の高い SPP導波

路を実現する。本利用課題では、第２の工程であるストラ

イプ型 Au構造端部への結合構造の作製を行う。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 FIB-SEMダブルビーム装置 

【実験方法】 

 本研究における試料作成の工程は、以下の 2段階で行

った： 

１．筑波大学微細加工プラットフォーム 

サイズ 15mm x 15mmの Si ウェハーに対し、LED光

源 390nmのパターン投影リソグラフィーシステムやスパッ

タ装置を用いたパターン投影フォトリソグラフィ法によって、

長さ:500m 幅:1~50m のストライプ型 Au 導波路構造

を構築した。 

２．NIMS微細加工プラットフォーム 

 上記１の工程で作製したストライプ型 Au 導波路構造の

端部に、FIB-SEM ダブルビーム装置を用いて深

さ:0.15m横:10m縦:10～60m程度の溝を彫り込み、

光-SPP結合構造を構築した。 

 

これらの工程で作製した試料に対しては、波長 1.55 

m フェムト秒パルスレーザーを入力光に用い、試料の光

-SPP 結合構造部でレーザー光が SPP に変換されストラ

イプ型Au導波路中に伝搬する様子を二光子蛍光顕微鏡

法で観察することにより、導波路の機能性を検証した。 

３．結果と考察 （Results and Discussion） 

 FIB-SEM ダブルビーム装置によって作製した光-SPP

結合構造を Fig.1に示す。 

 

Fig.1 SIM image of 

light-SPP coupling 

structure. 

 次に、光-SPP 結合構造を作製した Au 構造と、作製し

ていない Au 構造の SPP 二光子蛍光顕微像を Fig.2 

(a)(b)に示す。 

 

 

Fig.2 Two-photon fluorescence microscope imaging 

of SPP. (a) With the light-SPP coupling structure. (b) 

Without the light-SPP coupling structure. 

光-SPP 結合構造を作製することで、励起光と SPP の結

合効率を高めることに成功し、SPP に起因する干渉ビート

をはっきりと観察することができた。 

４．その他・特記事項（Others） 

 本試料の作製の一部は筑波大学微細加工プラットフォ

ームにて実施した。 
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